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避難行動要支援者の支援にご協力ください

地
域
で
見
守
り
支
え
合
い

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の

要
支
援
者
を
地
域
で
見
守
り
、

支
え
合
い
、災
害
に
備
え
る

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
迅
速
で

適
切
な
避
難
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
災
害

時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

で
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を

図
る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
人（
避

難
行
動
要
支
援
者
）の
情
報
を
事
前
に

把
握
し
、
日
頃
か
ら
見
守
り
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
避
難
支
援
等
の
た
め「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」を
備
え
て
い
ま
す
。

要
支
援
者
名
簿
に
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

❶
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定（
3
～
5
）

　
を
受
け
て
い
る
人

❷
身
体
障
害
者
手
帳（
1
級
・
2
級
）

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

❸
療
育
手
帳（
A
）の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
人

❹
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
1
級
）

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

平成24年九州北部豪雨を経験して…　　本郷校区まちづくり協議会

個
別
支
援
計
画
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
避
難
支
援
を
円
滑
に
実

施
す
る
に
は
、避
難
す
る
際
の
協
力
者

を
あ
ら
か
じ
め
見
つ
け
て
お
き
、日
頃

か
ら
地
域
で
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

個
別
支
援
計
画
は
、避
難
行
動
要
支

援
者
を
効
果
的
に
支
援
す
る
た
め
、よ
り

詳
細
な
情
報
を
記
載
し
た
計
画
で
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、「
個
別
支
援
計
画

作
成
申
出
書
」を
市
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
の
申
出
書
に
は
、要
支
援
者
本

人
の
情
報
、緊
急
連
絡
先
と
な
る
家
族

や
親
族
の
情
報
、支
援
に
協
力
す
る
協

力
者
の
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
ま
す
。

協
力
者
は
、隣
近
所
の
住
民
な
ど
で
、事

前
に
登
録
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
「
協
力
者
」は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
を
す
る
も
の
で
、責
任
を

伴
う
も
の
で
は
な
く
、で
き
る
範
囲
で

の
協
力
と
な
り
ま
す
。

個別支援計画のしくみ

❷個別支援計画の作成、
　防災カード交付

❶申出書の提出

❸情報の共有
　（名簿の提供）

❹日頃の声かけ・
　見守り、災害時
　の支援

高齢者、障がい者など

避難行動要支援者 

地域の人々や団体
など

行政区長、民生委員、社会福
祉協議会など

市　役　所

総務課・介護支援課・福祉事務所総務課・介護支援課・福祉事務所

個
別
支
援
計
画
の
活
用

　

提
出
さ
れ
た
個
別
支
援
計
画
の
情

報
は
、市
の
支
援
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、

関
係
部
署
に
お
い
て
情
報
を
管
理
し

ま
す
。登
録
が
完
了
し
た
ら
、要
支
援

者
本
人
に
は
、緊
急
連
絡
用
の「
防
災

カ
ー
ド
」お
よ
び
、そ
の
カ
ー
ド
を
入
れ

る
容
器「
救
急
情
報
キ
ッ
ト
」を
配
付

し
ま
す
。こ
れ
は
、緊
急
時
に
救
急
隊
な

ど
に
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
の
入

れ
物
で
、冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

要
支
援
者
の
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、地
域
内
の
連
携
が
必
要
で
す
。登

録
さ
れ
た
情
報
は
、地
域
の
な
か
で
支

援
に
関
わ
る
人
々
や
団
体
な
ど（
行
政

区
長
、民
生
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
）と
共
有
を
図
り
ま
す
。

地
域
で
の
支
援
体
制
を

構
築
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。地
域
の
な
か
で
孤
立
し
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
声
か
け
や
見
守
り
活
動
等

を
実
施
す
る
な
ど
、地
域
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
、災
害
が
発
生
し

た
と
き
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認
な

ど
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援

お
よ
び
地
域
で
実
施
す
る
避
難
訓
練

な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
迅
速
に

避
難
で
き
る
よ
う
、各
地
域
で
避
難
訓

練
な
ど
を
実
施
す
る
際
は
、要
支
援
者

へ
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
も
併
せ
て
実

施
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
情
報
の
更
新

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、日
々
古
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。市
で
は
、年
１
回
を

め
ど
に
情
報
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、要
支
援
者
の
健
康
状
態
や
支
援
者

の
異
動
情
報
は
、市
で
把
握
で
き
な
い

部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
な
が

ら
随
時
更
新
を
図
っ
て
い
ま
す
。

皆さんの地域でも、日常的に地域で
見守り支え合う、災害に強い地域づく
りをめざして、関係機関との連携のも
と、ともに助け合うことができる安全
安心のまちづくりを推進しましょう。

❺
行
政
区
長
、民
生
委
員
な
ど
が
支
援

　
の
必
要
を
認
め
た
人

❻
自
ら
名
簿
へ
の
登
録
を
求
め
て
い

　
る
人
で
市
長
が
認
め
た
人

※
過
去
の
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
も
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、登
録
さ
れ
た
人
で
名
簿
情
報

の
提
供
に
同
意
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

平
常
時
か
ら
行
政
区
長
、民
生
委
員
な

ど
へ
名
簿
を
提
供
し
、日
頃
の
見
守
り

活
動
や
個
別
支
援
計
画
作
成
の
働
き

か
け
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　この災害を受け、翌年から避難
訓練を実施しています。本郷校区
まちづくり協議会では独自の避
難の基準を設け、早めの避難を
呼びかけています。地域全体で避
難支援の取り組みを進め防災意
識の向上を図っています。

　平成24年九州北部豪雨では、河川の損壊による家屋の全半壊や浸水被害など、本郷地区に大きな爪あと
を残しました。中でも避難行動要支援者の避難体制などができていなかったことが課題となりました。

　避難訓練後には反省会を開催
し、問題点や課題を共有することで
今後の防災活動につなげています。

▲河川の損壊による浸水

問総務課 防災対策室（℡64-1502）
　介護支援課 高齢者支援係（℡64-1570）
　介護支援課 介護保険係（℡64-1555）
　福祉事務所 福祉総務・障がい者福祉係（℡64-1530）


